
第２章 世界の地域  （１）世界の地域的特色 

７ 人々の生活と宗教 

○世界各地の宗教 

世界の宗教 

世界に広く分布する宗教：（ キリスト教 ）・（ イスラム教 ）・（ 仏教 ） 

特定の民族と結びつきが強い宗教：（ ヒンドゥー教 ）・（ ユダヤ教 ）・神道
し ん と う

（日本）など 

 

○世界に広がる宗教の特徴 

（ キリスト教 ）：ヨーロッパから南北アメリカ、オセアニア、アフリカまで広がる 

聖書を読み、教会の礼拝に参加 

クリスマスやイースターなどが祝日 

 

（ イスラム教 ）：西アジアから北アフリカ、東南アジアまで広がる 

コーランが教典 

モスク（礼拝堂）で祈りをささげる。聖地メッカの方向を向いて祈る 

断食の時期は日中に飲食をしない 

   生活の決まりとして、豚を食べず、アルコールを飲まない 

 

（ 仏教 ）：東南アジアから東アジアに広がる 

仏像が信仰の対象 

中国や朝鮮半島を通して日本に広がる 

 

〇ヒンドゥー教の特徴 

（ ヒンドゥー教 ）：インドで８割の人々が信仰する宗教 

（ カースト ）と呼ばれる身分制度がある 

→現在、カーストによる差別を憲法で禁止しているが、結婚の場面などでなごりが残る 

   牛を食べてはいけない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


